側弯症患者の術中椎体回旋度予測-後方要素をもとにした計測- by Sugimoto, Yoshihisa










学位論文題 目  PredictingIntraoperative VertebralRotationin  
Patients With Scoliosis Using Posterior Elements  
as AnatomicalLandmarks  
（側琴症患者の術中椎体回旋度予測一後方要素をもとにした計測一）   
論文審査委員  教授 大塚 愛二 教授 金澤 右 准教授 難波 祐三郎  











論 文 審 査 結 果 の 要 旨  
側琴症矯正手術の際に椎弓根スクリューを正確に用いるためには，椎体回   
旋度を術中に正しく把握する必要がある。本研究は，そのために術中後方   
視野から得られる局所解剖学的なランドマークから椎体回旋度を知る指標   
を検証したものである。その結果，左右の横突起を結ぶ直線におろした垂   
線が最もよく椎体回旋度に相関し，林突起中央線は信頼性に乏しいことが   
明らかとなった。このことは，同手術の実施に当たり，スクリューの脊柱   
管内逸脱による脊髄損傷等を防止する上で有用であり，価値ある研究であ   
ると認められる。   
よって，本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。   
